
本年度の全体研修会，各部会等 
 ・ 年間 6 回 4/20，6/8，8/10，9/7，12/7，2/1 

 (1) 4/20，2/1 全体研修会，各部会，教科部会 
  (2) 6/8，9/7（各部会のみ），12/7 各部会，教科部会 
  (3) 8/10 全体研修会（含む教育講演会→授業力向上プロジェクト） 

 
 
 
 
 
 
 
 

基礎期    活用期    発展期 

湯澤地域学校園長 

（4/20 全体研修会にて） 

 
 
 
 

  河内地域学校園だより vol. 016 2015/7/17 
 

～ 小中一貫教育を通して，子どもたちの心身の健やかな成長を目指します ～ 

◎ 小中一貫教育の目的 
義務教育９年間を通した系統的な指導と地域の教育資源を活用した特色ある教育活動などによる，児童

生徒の学力保障と学校生活適応を目指す学校教育の充実 
 
☆ 河内地域学校園 平成 27 年度の取組 
 『無理なく，無駄なく』 大きすぎる負担は長続きしない。 

小中一貫教育を進めるうえでの負担が大きくならないよう，既存の行事や 
活動を時期を合わせて一緒にやってみる，少し変えてみるといった形で進 
めていくようにする。 

○ 小中学校，互いの学校文化を理解する。 
○ 小中相互乗り入れ授業を通し，互いに学び，授業力の向上に努める。 
○ 小中一貫教育カリキュラムを充実させる。（各教科で何かひとつでも 

よいので，本地域学校園の特色ある工夫を，年間指導計画に位置付ける。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 地域学校園事務室より 「今年度の地域学校園事務室の取組」 

平成 27 年度の宇都宮市教育委員会による地域学校園の組織体制改正に基づき，地域学校園事務室は各

部会から独立し，地域学校園「運営会議」の直下に位置付けられました。メンバーも１名交代となり，気

持ちも新たに，地域学校園運営を支える組織としてこの１年間取組んでまいります。 
さて，地域学校園事務室の職務として一番大きいものが，地域学校園予算の編成・執行です。6 月 15

日付で市教委から，平成 27 年度の地域学校園事業交付金の決定通知が届きました。今年度の交付金は，「授

業力向上プロジェクト事業費」として 12 万円，「地域学校園推進事業費」として 5 万円の計 17 万円です。 
平成 27 年度の「授業力向上プロジェクト事業費」は，地域学校園授業コンセプトに基づく授業実践の

ために，各学校に 10 枚ずつ「グループ発表用のホワイトボード」及びマーカーペンの購入を中心に執行

していきます。また，「地域学校園推進事業費」は，本紙「すこやか河内」発行に伴う印刷関係の消耗品

の購入を計画しています。 
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本地域学校園が求める児童生徒像 
・ 学び方を身に付けている子ども 
・ 家庭学習の習慣を身に付けている子ども 
・ 言葉の正しいつかい方を身に付けている子ども 

 

◎ 平成 27年度 すこやか河内学校園「生活のきまり」アンケート結果 
本地域学校園では，小中学校共通の「生活のきまり」を策定し，9 カ年を見通した生活指導の指針を共

有しています。このたび実態把握アンケートを実施し，達成状況や今後の課題について調査を行いました。 
【アンケート内容】 （中）は中学校の調査項目になります。 

１ すこやか河内学校園の「生活のきまり」が，教室内またはろう下にはってあるのを知っていますか？ 
２ つぎの①～⑧の生活のきまりを 守ることが，できていますか。 

     よくできている◎  だいだいできている○  あまりできていない△ できていない× 
① 時間を守って席についている。   （中）授業開始時刻 1分前には着席できている。 

② 元気にあいさつをしている。 

③ 目上の人には，敬語「です」「ます」で 話している。 

④ むねしょう（名札）を つけている。  （中）名票をつけている。 

⑤ 上ばきは，かかとを つぶさずに はいている。 

⑥ 上ばきは，１週間に一度は 持ち帰って 洗っている。 

⑦ 学校の物を 大切にしている。  （中）机を大切に使っている。（落書きをしていない） 

⑧ ろう下の右側を 静かに 歩いている。 

   ３ 上の①～⑧の生活のきまりで，一番できているものは 何ですか。 （１つだけえらぶ。） 

   ４ 上の①～⑧の生活のきまりで，一番できていないものは 何ですか。 （１つだけえらぶ。） 

【中学校集計】 

１ はい 91.5％   いいえ 8.5％ 

２ ①◎ 42.3% ○ 53.1% △   3.4%  ×  0.9% 

②◎ 53.1% ○ 41.2% △   5.1%   ×  1.4% 

③◎ 69.0% ○ 28.1% △   2.8%  ×  0.6% 

④◎ 86.6% ○ 11.4% △   2.0%  ×  0.3% 

⑤◎ 90.3% ○  6.3% △   2.8%  ×  0.9% 

⑥◎ 21.9% ○ 26.7% △  29.5%  × 23.6% 

⑦◎ 68.8% ○ 23.3% △   5.7%   ×  1.7% 

⑧◎ 20.7% ○ 42.6% △ 28.1%    × 10.2%  

  ３ ①５ ②２ ③３ ④１ ⑤４ ⑥７ ⑦６ ⑧８ 

  ４ ①４ ②３ ③５ ④５ ⑤８ ⑥１ ⑦５ ⑧２ 

【岡本小学校・岡本西小学校集計】 

１ はい 79.4％   いいえ 20.6％ 

２ ①◎ 36.9% ○ 57.6% △  5.2%  × 0.3% 

  ②◎ 62.9% ○ 29.2% △  6.9%  × 1.0% 

③◎ 48.0% ○ 37.9% △ 11.4%   × 2.6% 

    ④◎ 60.3% ○ 22.6% △ 14.5%  × 2.5% 

    ⑤◎ 87.5% ○  8.7% △  3.0%  × 0.8% 

⑥◎ 89.9% ○  6.9% △  2.0%  × 1.2% 

     ⑦◎ 77.2% ○ 20.4% △  2.3%  × 0.1% 

⑧◎ 26.5% ○ 47.0% △ 21.9%  × 4.6% 

  ３ ①７ ②２ ③５ ④４ ⑤１ ⑥３ ⑦６ ⑧８ 

  ４ ①４ ②５ ③３ ④２ ⑤７ ⑥８ ⑦６ ⑧１ 

--------------------------------------------------- 

【アンケートの結果から】 

昨年度に比べて，各質問で肯定割合が高くなっている。小学校・中学校ともに特に高かった項目は，「元

気にあいさつをしている」「上履きは，かかとをつぶさずにはいている」「学校の物を大切にしている（小），

机を大切に使っている（中）」である。中でも「あいさつ」については，一番できていると感じている児童生

徒が多く，「あいさつ運動」など地域学校園としての取組の成果が現れている。今後もあいさつのできる学校

園として，地域にアピールしていきたい。一方，小学校・中学校ともに肯定割合が低かった項目は，「廊下の

右側を静かに歩いている」であり，その割合は双方で 70%程度であった。今後，児童生徒への日常の呼びか 
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Ｈ２６年度 アンケート結果 

【中学校集計】 

１ はい 71.9％  いいえ 28.1％ 

２ ①◎39.9% ○49.7% △ 8.0% × 1.5% 

②◎44.7% ○46.2% △ 8.3% × 1.5% 

③◎57.4% ○37.9% △ 3.0% × 2.1% 

④◎83.1% ○ 2.7% △ 2.4% × 2.1% 

⑤◎85.2% ○11.2% △ 2.1% × 0.3% 

⑥◎13.3% ○30.2% △34.0% ×21.6% 

⑦◎60.4% ○29.3% △ 7.7% × 2.9% 

⑧◎21.3% ○43.5% △21.1%  × 9.5%  

３ ①５ ②２ ③４ ④１ ⑤３ ⑥７ ⑦６ ⑧８ 

４ ①４ ②３ ③６ ④８ ⑤７ ⑥１ ⑦５ ⑧２ 

【岡本小学校・岡本西小学校集計】 

１ はい 66.6％  いいえ 33.4％ 

２ ①◎31.7% ○52.0% △14.3%  × 1.7% 

②◎60.2% ○30.1% △  8.1% × 1.2% 

③◎45.2% ○40.2% △11.0%  × 3.5% 

  ④◎45.0% ○22.8% △20.4%  ×10.1% 

  ⑤◎83.8% ○ 1.8% △ 3.6%  × 0.9% 

⑥◎87.2% ○ 9.6% △ 2.5%  × 1.0% 

   ⑦◎79.0% ○18.2% △ 1.7%  × 0.7% 

⑧◎22.3% ○49.1% △22.0%  × 7.2% 

３ ①７ ②１ ③６ ④４ ⑤２ ⑥３ ⑦４ ⑧８ 

４ ①４ ②５ ③３ ④２ ⑤６ ⑥７ ⑦８ ⑧１ 



 

けが重要である。 
小中の差が大きかった項目は，「上履きは，１週間に一度は持ち帰って洗っている」という項目である。

小学校の肯定割合が高いのに比べ，中学校では最も低いという結果となった。小学校での指導で身に付いた

ものが，中学校で自己判断に任せられた結果，上履きを持ち帰らなくなってしまったということであろう。

中学校 1 年生が 70%，2 年生で 40%，3 年生では 30%と肯定割合が減少していることからも，そのことがう

かがえる。「胸章／名票をつけている」割合は，前年度アンケートでは小学校で 67%，中学校で 96%と開い

ていたが，今年度は小学校で 82%に増加し，中学校の 97%と比較し，その差がほとんどなくなった。小学校

における，胸章着用の徹底化が図られた結果である。この項目は中学校で二番目に肯定割合が高いが，小学

校では二番目に低い。児童生徒がきまりを守る上での重要な要因は，教員の指導による習慣化であるという

ことがわかる。 
小学校で肯定割合が最も低い項目は，「目上の人には，敬語「です」「ます」で 話している」である。小

学校においては敬語で話すよう指導を行っているが，児童に定着していないということになる。しかし，中

学校においては敬語で話す指導が定着していると考えられる。このことから，小学校において教員と話す際

には，「です」「ます」を使って話すという指導を，今後一層行っていく必要がある。 
児童生徒の意識を高め，「生活のきまり」を浸透させていくためは，それを指導している教員の意識が大

切である。学校生活適応支援部会では，この結果をふまえ，組織全体で「生活のきまり」の徹底を図るため

の方策や，重点項目を決定していきたいと考えている。 
 
 

小中相互乗り入れ授業 
 

◆ 本地域学校園では，小中相互乗り入れ授業を教員相互の学びの場としてもとらえています。お互い

の良さを取り入れ授業にいかすことで授業力を向上させることができ，その結果，児童生徒の学力を

向上させることができると考えています。 

  ① 中学校教員の小学校への乗り入れ授業 
   【目的】小中教職員の相互理解や指導の工夫・改善を目指して実施し，さらには，小学校 6 年生

の中学校の学習に対する不安解消を図る。 
    ・ 原則として中学校教員が T1 で授業を実施する。 
    ・ 地域学校園の小中学校で相談して乗り入れ授業の実施教科を決定する。 
    ・ カリキュラムの充実や今後の小学校英語の教科化への準備として活用する。 
  ② 小学校教員の中学校への乗り入れ授業 
   【目的】小中教職員の相互理解や指導の工夫・改善を目指して実施し，さらには，中学校 1 年生

の学校生活適応の支援に資するものとする。 
    ・ 小学校教員の役割を明確にして実施する。 
    ・ 今後数年で，小学校教員全員が中学校に乗り入れ授業を実施できるようにする。 
    ・ 乗り入れ授業を，今後の小学校英語の教科化への準備として活用することもできる。 
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6/23 英語 阿部敏行 先生（岡本西小） 7/2 美術 細内俊久 先生（岡本小） 7/7 家庭 鈴木紀子 先生（岡本西小） 

6/25 国語 横塚高聡 先生 
（岡本西小へ） 

小学校 ⇒ 中学校 

中学校 ⇒ 小学校 

6/23 英会話 齋藤雅大 先生 
（岡本小へ） 

7//10 体育 大門晃 先生 
（岡本西小へ） 

 

 

 運動会ボランティア 

5 月 20 日（土），小学校の運動会に，中学生がボランティアとして参加してくれました。今や運動会に

は欠かせない，頼れる運営スタッフです。 
 ◆ 岡本小学校 運動会ボランティアの様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ◆ 岡本西小学校 運動会ボランティアの様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

母校を訪問してのあいさつ運動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6 月 17 日（水）の「あいさつ運動」の様子です。5 人の卒業生が，朗らかな笑顔で元気いっぱいに「お

はようございます！」とあいさつをしてくれて，普段は声の小さい小学生たちも，吊られて大きな声であ

いさつをすることができました。中学生があいさつ運動に来ることを，小学生たちはとても楽しみにして

います。 
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ゴムやネットの準備と持ち手として協力 審判として，ピストルの合図で勝敗を決定 

採点係として赤白の勝敗を確認 放送係として，ゲームや踊りの内容を放送 来年生のゴールテープ係 

上の２枚は準備係の

お手伝いの様子です。 
下の２枚は全校ダン

ス（ソーラン）に参加

した様子です。 


